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( 1 ) 液滴の飛行速度と随伴気流速度とを別個に測る方法を考案し、気・液の相対速度の分布を明ら
かにするともに、 液滴の空間密度分布、 気・液それぞれに関するベクトル量およびスカラ量の拡散
幅と拡散係数、ならびに気液聞の抗力の分布など、噴霧流の主要な諸量についての測定値を得た。
( 2 ) これらの測定結果から、従来は単相噴流に対してのみ用いられてきた Reichardtの仮説が噴霧
流に対しでも適用しうることを見いだし、これを基にした理論的考察を行なって噴霧流を特性づける
種々の有用な式を導いた。とくに随伴気流ならびに液滴群の流れに対しては、それぞれ、中心軸上に
おける長さ方向の速度変化、質量ならびに運動量の拡散幅を与える実験式を求めた。
以上のように、この研究は、従来不明確であった噴霧流の内部構造に対して多くの新しい知見を加
え、蒸発、乾燥、燃焼など噴霧を利用する諸操作に対する有用な基礎資料を提供し、工学上寄与する
ところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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